
Ｎｏ，２１        学校だより 「山 紫 海 碧」                2017 年 02 月２０日 

 

東村立有銘中学校 １９４８年（昭和２３年４月）～２０１７年（平成２９年３月）卒業生総数１２４５名 

 

◆ ◆ ◆ 東村立有銘中学校閉校式式辞 ◆ ◆ ◆ 

卒業式まであと一ヶ月となったこの時期。別れの季節になりましたが，有銘区・慶佐次区にとりまして，今年のこの時期は，とりわ

け寂しい季節になりました。お手元のパンフレットにありますように，東村役場のみなさまや議員のみなさま，地域住民のみなさまは

何度も何度も会議や説明会・懇談会を持ち，中学校閉校・統合について話し合いを重ねてきました。 

長い長い歴史を持つ学校，あたりまえのように地域の中に根付いている学校の歴史を閉じるという判断には，大いに悩みに悩み，結

論をだすことは，まさに苦渋の決断だったことでしょう。そして，今日，とうとう６９年の歴史を持つ有銘中学校の閉校式を迎えるこ

とになりました。しかし，私は，有銘中学校の閉校はさみしいことではありますが，悲しいこととはとらえたくありません。心から残

念に思いますが，人口の減少，少子・高齢化という日本社会の大きな変化の中，全国で年間三百数十の小中学校が閉校していることを

聞けば，やむを得ないことと思うしかありません。有銘中学校の閉校は，私たち大人が，子どもたちの教育環境を整えてあげたい，適

正な学級編成の中で学習させたい，と考えて判断したことです。新生東中学校に向かって夢と希望を持ち，前向きに進んでいく子ども

たちを，私たち大人は，気持ちを切り替え，心から応援していきましょう。有銘中学校最後となったこの一年。中学生１１名は， 

～ ＰＥＲＦＥＣＴ ＪＵＮＩＯＲ ＨＩＧＨ ＳＣＨＯＯＬ ２０１６ ＡＲＵＭＥ ＴＨＥ ＦＩＮＡＬ ＹＥＡＲ ～ 

 を生徒会のスローガンに掲げ，有銘小中学校のよき先輩として，少ない人数にも関わらず，実に多くのことに前向きに取り組み，学

校生活をリードしてくれました。ここで教育活動の内容を申し上げる時間はありませんが，有銘小中学校では，代々，頼もしい中学生

がいたからこそ，生徒と教師が一丸となって，充実した教育活動を展開することができたと，自信を持って言い切れることが誇りです。 

あいさつの途中ですが，ここで二人のお方を紹介したいと思います。こちらは，有銘中学校第１期生 卒業番号 第２号の上原朝栄

さんです。今日は，浦添市から駆けつけてきてくださいました。そしてこちらは，来月１１日に本校を卒業します。梅木偲華さんです。

有銘中学校第６９期生 有銘中学校最後の卒業番号 第１２４５号 となります。 

 ６９年の年月の中で，有銘中学校は，１２４５名の素晴らしい人材を輩出し，地域・文化の拠点として輝かしい歴史と伝統を築いて

きました。卒業生を代表して前に出てくださったお二人をはじめ，１２４５名の卒業生全員に大きな拍手をお願いします。 

本日はご多用の中，伊集盛久村長，金城紀昭副村長，比嘉一之教育長をはじめ，歴代ＰＴＡ会長様，有銘区・慶佐次区区長様，歴代

校長先生方，多数のご来賓のみなさまのご臨席を賜りますことに心より深く感謝申し上げます。 

また，地域のみなさま，保護者のみなさま，遠方よりお越しのみなさま，旧職員のみなさま方には，たくさんのご出席をいただき，

誠にありがとうございます。大変寂しい日を迎えましたが，今日は「有銘中学校に感謝し，思い出を語る会」として，式典を開催して

いますので，お時間の許す限り，ゆっくり語り合っていってください。 

最後になりましたが，有銘中学校の長き歩みに関わったすべての方々に深く感謝申し上げるとともに，有銘校区の発展と，校区のみ

なさま，教育に携わった数多くのみなさま，卒業生のみなさまのご多幸とご発展を心より祈念し，私のあいさつとさせていただきます。 

平成２９年２月１２日  東村立有銘小中学校 校長  古謝治 

 

東村立有銘幼小中学校 

幼児 2 名 児童 30 名 生徒 11 名

♪ 山紫に海碧く ♪ 

発行 校長・園長 古 謝 治 
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